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釜
山
総
領
事
更
迭
に
関
す
る
質
問
主
意
書

外
務
省
は
六
月
一
日
、
森
本
康
敬
釜
山
総
領
事
を
近
く
退
任
さ
せ
、
後
任
に
道
上
尚
史
ド
バ
イ
総
領
事
を
充
て
る
人
事
を
発

表
し
た
。
新
聞
各
紙
の
報
道
で
は
、
発
表
当
日
の
一
日
の
朝
刊
で
、
産
経
新
聞
と
読
売
新
聞
が
紙
面
の
三
段
を
使
用
す
る
比
較

的
大
き
な
扱
い
で
報
道
、
毎
日
新
聞
も
記
事
を
掲
載
し
た
が
、
同
日
午
前
の
菅
義
偉
官
房
長
官
の
記
者
会
見
の
あ
と
、
朝
日
新

聞
は
同
日
夕
刊
で
菅
義
偉
官
房
長
官
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
う
え
で
紙
面
の
四
段
を
使
用
す
る
大
き
な
扱
い
で
報
道
し
た
。

翌
二
日
に
は
、
日
本
経
済
新
聞
と
東
京
新
聞
が
報
道
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

い
ち
早
く
大
き
く
報
道
し
た
産
経
新
聞
と
読
売
新
聞
の
報
道
内
容
は
、
産
経
新
聞
で
は
、
「
釜
山
総
領
事
を
更
迭
」
と
い
う

見
出
し
で
、
更
迭
の
理
由
と
し
て
「
知
人
ら
と
の
会
食
の
席
で
、
自
身
の
一
時
帰
国
を
決
め
た
安
倍
晋
三
首
相
ら
官
邸
の
判
断

を
批
判
し
た
と
さ
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
読
売
新
聞
で
は
、
「
釜
山
総
領
事
異
例
の
交
代－

少
女
像
問
題
で
政
府
批
判
か
」
と

の
見
出
し
で
「
政
府
関
係
者
に
よ
る
と
、
こ
の
間
、
知
人
と
の
私
的
な
会
食
の
際
に
政
府
対
応
を
批
判
し
た
と
さ
れ
、
首
相
官

邸
が
問
題
視
し
て
い
た
。
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

産
経
、
読
売
新
聞
が
朝
刊
で
報
道
し
た
一
日
の
午
前
、
菅
義
偉
官
房
長
官
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
朝
日
新
聞
記
者
が
、
産

経
新
聞
や
読
売
新
聞
の
報
道
に
関
す
る
事
実
関
係
を
尋
ね
る
と
、
菅
義
偉
官
房
長
官
は
「
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し

一



て
も
通
常
の
人
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
回
答
。
さ
ら
に
、
同
記
者
か
ら
通
常
の
人
事
と
い
う
こ
と
だ
が
、
お
よ
そ
一
年

で
の
異
動
は
異
例
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
か
と
い
う
問
い
に
「
過
去
の
例
に
何
例
も
あ
る
よ
う

で
す
よ
」
と
答
え
て
い
る
。

産
経
新
聞
や
読
売
新
聞
の
報
道
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
森
本
総
領
事
は
首
相
官
邸
か
ら
問
題
視
さ
れ
た
た
め
に
更
迭
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
六
月
二
日
の
産
経
デ
ジ
タ
ル
に
よ
れ
ば
、
「
森
本
氏
は
周
辺
に
『
酔
っ
て
覚
え
て
い
な
い
』
と
話

し
た
と
さ
れ
る
が
、
官
邸
は
『
一
枚
岩
で
韓
国
と
対
峙
す
る
』
と
の
方
針
を
示
し
て
お
り
、
『
韓
国
側
に
誤
っ
た
シ
グ
ナ
ル
を

送
り
か
ね
な
い
』
と
問
題
視
し
て
い
た
」
と
い
う
。
同
記
事
で
は
、
結
び
に
「
今
回
の
更
迭
は
、
「
極
左
・
従
北
・
反
日
」
と

さ
れ
る
文
在
寅
新
政
権
に
対
し
、
日
本
の
断
固
た
る
姿
勢
を
示
す
意
味
も
あ
り
そ
う
だ
」
と
政
権
の
意
思
を
忖
度
し
た
一
文
で

締
め
く
く
っ
て
い
る
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
、
掲
載
さ
れ
た
時
期
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
、
記
者
会
見
に
お
け
る
菅
義
偉
官
房
長
官
の
回
答
に

つ
い
て
、
国
民
か
ら
の
「
違
和
感
」
を
感
じ
る
声
に
応
え
、
事
実
関
係
を
質
す
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

菅
義
偉
官
房
長
官
は
一
日
の
記
者
会
見
で
、
「
通
常
の
人
事
と
い
う
こ
と
だ
が
、
お
よ
そ
一
年
で
の
任
期
の
交
代
は
異
例

だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
か
」
と
い
う
朝
日
新
聞
記
者
の
質
問
に
、
「
過
去
の
例
に
何
例
も
あ

二



る
よ
う
だ
」
と
答
え
て
い
る
が
、
過
去
五
年
間
で
、
お
よ
そ
一
年
で
交
代
し
た
事
例
は
あ
る
か
。
何
件
あ
っ
た
か
。

二

産
経
新
聞
、
読
売
新
聞
の
一
日
付
け
朝
刊
で
は
、
森
本
氏
が
知
人
と
の
私
的
な
会
食
の
際
に
、
安
倍
晋
三
首
相
ら
官
邸
の

判
断
を
批
判
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
森
本
氏
が
一
時
帰
国
中
に
、
安
倍
晋
三
首
相
ら
官
邸
の
判
断
を
批
判
し
て
い

た
と
い
う
事
実
を
把
握
し
て
い
た
か
。

三

公
的
な
場
だ
け
で
な
く
、
私
的
な
会
食
の
場
で
あ
っ
て
さ
え
も
、
総
領
事
な
ど
の
政
府
職
員
が
、
安
倍
晋
三
首
相
や
政
府

方
針
を
批
判
す
る
と
、
更
迭
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。

右
質
問
す
る
。

三


